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四
月
三
日
（
木
）
に
西
原
町
中
央

公
民
館
に
お
い
て
各
種
団
体
の
合
併
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
習
会
の
対

象
は
、
三
市
町
村
の
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

自
治
会
長
会
な
ど
の
各
種
団
体
役
員
を

対
象
と
し
た
も
の
で
、
総
務
省
の
示
し

て
い
る
市
町
村
合
併
の
必
要
性
な
ど
に

三
市
町
村
の
デ
ー
タ
を
交
え
な
が
ら
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
方
向
性
は
出
て

い
る
の
か
」「
も
う
少
し
具
体
的
な
デ

ー
タ
が
知
り
た
か
っ
た
」「
ど
ん
ど
ん

説
明
会
を
開
い
て
も
ら
い
た
い
」「
わ

か
り
や
す
か
っ

た
」「
自
分
た
ち

の
団
体
で
も
学
習

会
を
開
き
た
い
」

な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
会
は
、
合
併
議
論
の
ス

タ
ー
ト
と
し
て
お
り
、
三
市
町
村
の
具

体
的
な
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど

は
、
今
後
、
住
民
説
明
会
を
中
心
に
行

っ
て
行
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
出
向

い
て
の
出
前
講
座
も
可
能
で
す
の
で
事

務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
参
加
者
を
対
象
に
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
左
記
の
通
り
で

す
。（
回
答
率
68
％
）

宜野湾市・西原町・中城村任意合併協議会　
〒901-2710 宜野湾市野嵩1-1-1 宜野湾市役所２階ホール内

各
種
団
体
の
合
併
学
習
会
を
開
催

市町村合併により市町村の数はどう変わってきた
のでしょうか。
わが国は、これまで二度の大きな合併の時期があ
りました。明治22年の大合併では「むら」から市町
村制となり学校事務などが任されました。その結果、
市町村数が71,314から５分の１の15,859となりまし
た。昭和30年代の合併では新中学制や消防、社会福
祉、保健衛生関係事務の受け入れのための行財政強
化が求められ約３分の１の市町村となりました。平
成15年４月現在では、3,190となっています。
沖縄県の場合、明治の大合併時は、間切制で、昭
和の大合併の時にはアメリカの施政権下にありまし
たので合併による大きな再編はありませんでした。
むしろ米軍基地の建設等により分村され数は増えま
した。市町村数の変遷は表のとおりです。
このように全国的に合併は明治から繰り返されて
きましたが、本県においては歴史的な違いから平成
の大合併が初めて直面する課題ともいえます。

市町村数はどう変わってきたのだろう？

一口メモ

今後、３市町村で合併問題について協議していくことをどう思いますか

賛成

その他

どちらとも
言えない

反対

人

32人

0人

9人

1人

42人計

構成比 宜野湾市 西原町 中城村 その他

76.2% 9人 9人 9人 5人

0.0% 0人 0人 0人 0人

21.4% 1人 1人 4人 3人

24.0% 0人 1人 0人 0人

100.0% 10人 11人 13人 8人

沖縄県の市町村数の変化

年
明治22年
明治41年
昭和19年
昭和22年

昭和28年
昭和47年

昭和49年
昭和57年
平成14年

市
間切・シマ制度

2
2
5
6
10
10
10
10

町 村 計

1
5
5
9
6
6
16
17

51
57
66
66
54
53
53
52

48
50
56
51
38
37
27
25

備　考
明治の大合併
沖縄初の特別市町村制施行

終戦直前
終戦直後
昭和の大合併
本土復帰
沖縄市誕生

久米島町誕生
＊沖縄県地域・離島振興局市町村課「市町村合併を考える」参考

宜野湾市
（M41.4.1）

西原町
（M41.4.1）

中城村
（M41.4.1）

明治 大正 昭和 平成

宜野湾市
（S37.7.1）

西原町
（S54.4.1）

北中城村
（S21.5.20）

宜野湾市
（87,716人）

西原町
（33,103人）

中城村
（15,155人）
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に
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
近
年
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

参
り
ま
し
た
市
町
村
合
併
の
問
題
に

つ
い
て
も
、
逐
次
村
民
へ
の
情
報
提

供
を
行
い
、
住
民
世
論
を
形
成
し
て
、

そ
の
方
向
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
方
分
権
化
が
進
む
中
で
、
地
方

財
政
は
真
綿
で
首
を
締
め
ら
れ
る
よ

う
に
苦
し
く
な
る
ば
か
り
で
あ
り
、

質
・
量
と
も
多
様
化
し
高
度
化
す
る

行
政
需
要
に
対
応
し
、
そ
の
維
持
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、
本
村
と
し
て

ど
う
い
う
将
来
像
を
描
い
て
い
く
か
、

合
併
問
題
も
含
め
て
第
三
次
総
合
計

画
・
基
本
構
想
を
真
に
意
義
あ
る
も

の
に
し
て
い
く
正
念
場
を
迎
え
て
い

る
と
の
認
識
で
あ
り
ま
す
。
地
方
自

治
体
に
提
起
さ
れ
て
い
る
困
難
な
課

題
は
山
積
し
、
そ
の
課
題
解
決
に
必

要
な
財
政
的
な
裏
付
け
も
危
機
的
状

況
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
行
政
の
衝
に

あ
る
者
と
し
て
誠
心

誠
意
そ
の
職
責
を
全

う
す
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
議

会
や
村
民
の
よ
り
積

極
的
な
ご
助
言
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

本
村
は
平
成
14
年
度
に
「
第
三
次

総
合
計
画
」
を
策
定
し
、「
豊
か
な
歴

史
と
自
然
に
彩
ら
れ
た
田
園
文
化
の

村
・
と
よ
む
中
城
」
を
掲
げ
、
基
本

目
標
と
し
て
①
結
の
輪
の
中
で
人
が

と
よ
む
、
②
田
園
文
化
の
環
境
が
と

よ
む
、
③
中
城
ら
し
さ
を
実
感
で
き

る
仕
事
（
産
業
）
が
と
よ
む
、
の
三

本
柱
を
立
て
て
向
こ
う
10
年
間
の
村

政
の
指
針
と
し
て
い
ま
す
。

①
中
城
城
跡
と
中
城
公
園
整
備
事
業

（
歴
史
文
化
ふ
れ
あ
い
拠
点
）

県
営
中
城
公
園
整
備
事
業
は
、
平

成
９
年
度
か
ら
総
事
業
費
４
２
５
億

円
を
か
け
て
進
め
ら
れ
、
平
成
14
年

度
末
の
進
捗
率
は
22
％
で
、
主
と
し

て
用
地
取
得
業
務
を
精
力
的
に
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
公
園
は
、
中
城
城
を
核
と
し
て
、

沖
縄
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
積
極

的
に
体
験
、
学
習
で
き
る
広
域
公
園

と
し
て
整
備
を
進
め
て
お
り
、
本
村

も
そ
の
核
と
な
る
中
城
城
跡
保
存
修

理
事
業
を
今
年
度
も
文
化
庁
や
県
の

支
援
の
も
と
に
鋭
意
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

②
南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業

（
都
市
文
化
交
流
拠
点
）

都
市
文
化
交
流
拠
点
の
形
成
を
目

指
す
南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

中
城
村
総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
踏

ま
え
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
は

じ
め
、
公
共
施
設
の
整
備
改
善
、
お

よ
び
宅
地
利
用
増
進
を
図
り
、
健
全

な
学
園
都
市
形
成
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。

平
成
14
年
度
末
の
進
捗
率
は
、
全

体
事
業
費
ベ
ー
ス
３
７．
６
％
、
補
助

事
業
費
ベ
ー
ス
７
８．
９
％
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
し

て
参
り
ま
す
。

③
エ
コ
・
コ
ー
ス
ト
事
業

（
豊
か
な
暮
ら
し
サ
ー
ビ
ス
拠
点
）

吉
の
浦
公
園
と
つ
な
が
る
エ
コ
・

コ
ー
ス
ト
事
業
地
区
は
、
豊
か
な
暮

ら
し
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の
形
成
を
目
指

し
て
進
め
て
お
り
ま
す
。
エ
コ
・
コ

ー
ス
ト
事
業
は
、
人
間
・
自
然
・
生

物
が
共
生
す
る
海
岸
整
備
事
業
で
、

一
度
失
わ
れ
た
自
然
の
砂
浜
の
風
景

を
と
り
戻
す
た
め
、
背
後
に
ア
ダ

ン
・
オ
オ
ハ
マ
ボ
ウ
な
ど
の
植
栽
に

よ
る
自
然
の
森
と
自
然
の
砂
浜
に
近

い
形
の
護
岸
を
作
る
事
業
と
し
て
、

平
成
９
年
度
か
ら
事
業
費
10
億
円
を

掛
け
て
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
海

岸
線
５
０
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
、
養
浜

と
植
栽
が
行
わ
れ
、
平
成
15
年
度
中

に
事
業
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ゾ
ー
ン
は
、
吉
の
浦

公
園
と
一
体
と
な
っ
た
利
用
を
目
指

し
、
村
民
が
憩
い
集
え
る
場
の
創
出

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

歴
史
の
道
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
道
筋
に
点
在
す
る
幾
多
の
史
跡

や
文
化
財
等
を
連
結
し
、
案
内
板
や

駐
車
場
、
休
憩
所
等
の
便
益
施
設
を

設
置
し
て
、
貴
重
な
自
然
、
文
化
遺

産
を
体
験
し
な
が
ら
中
城
城
跡
へ
と

つ
な
が
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る

方
針
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、「
世
界
遺
産
周
辺
整

備
事
業
」
と
し
て
、
平
成
14
年
度
に

採
択
さ
れ
、
世
界
遺
産
周
辺
地
域
の

整
備
や
グ
ス
ク
と
の
連
携
を
強
化
し
、

関
連
遺
跡
群
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
沖
縄
の
観
光

振
興
に
資
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
お
り
、
遊
歩
道
な
ど
は
内
閣
府
、

史
跡
等
の
新
垣
グ
ス
ク
や
バ
ン
ジ
ュ

道
等
は
文
化
庁
の
補
助
の
も
と
に
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

本
村
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
平

成
14
年
度
か
ら
は
、
伊
集
・
和
宇
慶

地
域
と
南
浜
・
北
浜
地
域
の
一
部
が

Ⅱ
「
と
よ
む
中
城
」
の
新
し

い
村
づ
く
り
指
針

Ⅲ
本
年
度
の
主
要
施
策

(1)
「
と
よ
む
中
城
」
の
三
大
拠
点

整
備

(2)
歴
史
の
道
（
ハ
ン
タ
道
）
整
備

事
業

(3)
公
共
下
水
道
事
業
の
推
進
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供
用
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

南
浜
・
北
浜
地
域
は
平
成
14
年
度

で
工
事
完
了
し
、
全
地
域
で
供
用
開

始
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
は
、
津
覇
・
奥
間
・

浜
地
域
へ
と
順
次
、
下
水
道
事
業
の

推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

こ
の
事
業
内
容
は
、
整
備
延
長
１

２
６
０
ｍ
、
幅
員
12
ｍ
、
内
２．
５
ｍ

の
両
側
歩
道
の
計
画
で
、
総
事
業
費

は
、
約
９
億
９
７
０
０
万
円
、
事
業

期
間
が
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
20
年

度
ま
で
の
６
年
間
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
新
年
度
は
測
量
、
詳
細
設
計

及
び
地
質
調
査
等
を
実
施
し
、
平
成

16
年
度
か
ら
本
格
的
に
用
地
買
収
し
、

一
部
工
事
に
着
手
す
る
計
画
で
あ
り
ま

す
。中

城
中
学
校
管
理
室
棟
の
新
増
改

築
と
並
行
し
て
、
多
目
的
教
室
や
地

域
連
携
施
設
（
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
）
等

を
建
設
し
、
同
時
に
防
衛
施
設
周
辺

整
備
事
業
に
よ
る
、
防
音
冷
房
施
設

整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
普
通
教
室
等
の
防
音
冷
房

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
は

実
施
設
計
を
行
い
、
平
成
16
年
度
に

施
設
整
備
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

本
村
の
積
年
の
課
題
で
あ
る
財
政

基
盤
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
は
、

沖
縄
電
力
㈱
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所

の
誘
致
は
是
非
と
も
実
現
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

発
電
所
誘
致
に
つ
い
て
は
、
電
源

三
法
に
よ
る
交
付
金
支
給
や
地
域
産

業
の
振
興
等
、
財
政
面
や
雇
用
機
会

の
創
出
に
大
き
な
波
及
効
果
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
庁
内
に
専
従
職
員
を

配
置
し
て
、
沖
縄
電
力
㈱
と
の
連
絡

調
整
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
今
年
度
か
ら
電
源
立
地
等

初
期
対
策
交
付
金
の
活
用
も
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
当
交
付
金
を
活
用

し
て
の
諸
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
火

力
発
電
所
に
対
す
る
地
域
住
民
の
不

安
感
の
払
拭
と
合
意
形
成
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
当
交
付

金
の
活
用
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域

振
興
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

日
常
生
活
圏
の
拡
大
、
少
子
・
高

齢
化
の
進
展
に
よ
る
医
療
・
福
祉
等

の
社
会
保
障
関
係
費
の
増
高
、
地
方

分
権
の
推
進
な
ど
、
市
町
村
を
取
り

ま
く
社
会
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
こ
れ
に
的
確
に
対
応
し
な
が

ら
多
様
化
・
高
度
化
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
検

討
は
避
け
て
通
れ
な
い
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
企
画
担
当
部
署
連
絡
会

議
で
の
総
括
等
を
踏
ま
え
、
宜
野
湾

市
・
西
原
町
・
中
城
村
の
三
市
町
村

任
意
合
併
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
市

町
村
合
併
に
つ
い
て
の
調
査
・
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

企
画
担
当
部
署
の
連
絡
会
で
は
、
浦

添
市
・
北
中
城
村
を
含
め
た
５
市
町

村
で
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
き
た

経
緯
が
あ
り
、
任
意
合
併
協
も
そ
の

延
長
線
上
で
の
発
足
を
望
ん
で
お
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
も
あ

っ
て
、
ひ
と
ま
ず
３
市
町
村
で
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
組
み
合
わ
せ
の
フ
レ
ー

ム
の
問
題
は
こ
れ
か
ら
も
柔
軟
な
姿

勢
で
臨
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
住
民
参
加
、

住
民
本
位
に
進
め
て
い
く
姿
勢
を
堅

持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

情
報
を
提
供
し
、
説
明
会
や
懇
談
会

等
を
開
く
な
ど
、
合
併
の
是
非
に
つ

い
て
の
世
論
を
喚
起
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
議
論
を

深
め
、
大
所
・
高
所
か
ら
世
論
を
リ

ー
ド
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
望

い
た
し
ま
す
。

目
下
庁
内
で
は
、
合
併
検
討
会
を

組
織
し
て
、
議
論
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
自
治
体
に
課
せ
ら
れ

た
最
重
要
課
題
と
し
て
受
け
と
め
、

村
民
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
下
の
地
方
財
政
は
、
本
村
に
限

ら
ず
、
長
期
的
に
低
迷
す
る
経
済
不

況
に
よ
り
、
そ
の
厳
し
い
状
況
は
好

転
す
る
兆
し
も
見
え
ず
、
ま
す
ま
す

深
刻
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
加
え

て
政
府
に
よ
る
財
政
構
造
改
革
に
よ

り
一
般
財
源
の
根
幹
を
な
す
地
方
交

付
税
の
大
幅
な
減
額
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

新
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
自
主
財
源
の
確
保
と
一
般

行
政
経
費
の
節
減
・
合
理
化
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
自
主
財
源
を
安
定
化

さ
せ
る
た
め
に
は
、
是
非
と
も
優
良

企
業
の
誘
致
な
ど
積
極
的
に
行
い
、

ま
た
高
額
滞
納
者
に
対
し
て
は
重
点

的
に
臨
戸
徴
収
す
る
な
ど
努
力
い
た

し
ま
す
。

(6)
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
の
誘
致
に

向
け
た
取
り
組
み

(7)
市
町
村
合
併
問
題
へ
の
取
組
み

(8)
財
政
運
営
の
確
立

(4)
村
道
大
瀬
線
改
良
事
業
の
推
進

(5)
中
城
中
学
校
・
管
理
室
棟
の
新

増
改
築
事
業
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人
材
育
成
は
活
力
あ
る
村
づ
く
り

の
基
盤
で
あ
り
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
学
べ
る
生
涯
学
習

態
勢
づ
く
り
と
、
国
際
化
に
対
応
で

き
る
視
野
の
広
い
人
材
育
成
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
発
達

段
階
に
則
し
た
幼
児
教
育
・
学
校
教

育
・
社
会
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

平
成
９
年
度
か
ら
中
学
校
へ
配
置

し
た
外
国
語
指
導
助
手
、
平
成
10
年

度
か
ら
両
小
学
校
に
も
配
置
し
た
外

国
語
指
導
助
手
を
、
今
後
も
継
続
い

た
し
ま
す
。
ま
た
学
校
図
書
の
更
新

と
充
実
を
図
り
、
校
内
研
究
事
業
の

支
援
等
を
継
続
し
て
、
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
各
学
校
の
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
を
活
用
し
て
総
合
的
な

学
習
の
時
間
や
各
教
科
の
授
業
で

「
生
き
る
力
」
を
育
む
と
同
時
に
す
べ

て
の
教
師
が
操
作
・
指
導
で
き
る
よ

う
に
各
学
校
で
校
内
研
修
を
実
施
し

て
21
世
紀
の
高
度
情
報
通
信
社
会
に

対
応
で
き
る
児
童
生
徒
の
育
成
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

社
会
教
育
、
体
育
振
興
、
文
化
振

興
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
、
高
度
化

し
て
い
る
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
基
盤
の
整
備

及
び
機
会
の
拡
充
、
関
係
団
体
の
育

成
等
積
極
的
に
講
座
の
開
設
及
び
講

演
会
、
展
示
会
等
村
民
の
自
発
的
な

意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
各
種
教
室
の

継
続
実
施
と
併
せ
て
自
発
的
な
サ
ー

ク
ル
活
動
の
奨
励
、
支
援
・
育
成
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

特
に
本
年
度
は
、
村
の
活
性
化
は

若
者
の
活
力
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
青
年
会
の
組
織
の
充
実
と
指

導
者
の
養
成
に
力
を
入
れ
「
若
者
が

と
よ
む
村
」
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

参
り
ま
す
。

ま
た
、
文
化
が
薫
る
村
づ
く
り
を

目
指
し
、
文
化
関
係
団
体
の
育
成
、

伝
統
芸
能
の
掘
り
起
こ
し
、
無
形
文

化
財
の
継
承
発
展
の
た
め
側
面
か
ら

支
援
し
て
参
り
ま
す
。

今
年
も
各
種
団
体
の
組
織
活
動
を

は
じ
め
、
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能

や
行
事
の
継
承
、
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

今
年
は
三
大
ま
つ
り
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
「
中
城
ま
つ
り
」
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

近
年
に
お
け
る
交
通
・
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
に
よ
っ
て
、

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
産
業
等

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
地
域
間
交
流
が

盛
ん
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

南
米
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
海
外
移
住
者
子
弟
研
修

生
の
受
け
入
れ
も
19
名
の
実
績
を
あ

げ
、
中
学
生
の
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

小
学
生
の
山
形
県
の
最
上
広
域
と
の

交
流
等
、
今
後
も
継
続
し
て
参
り
ま

す
。ま

た
平
成
11
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
千
葉
県
飯
岡
町
と
の
小
学
生

交
流
事
業
は
近
い
将
来
の
姉
妹
都
市

締
結
を
目
指
す
事
業
で
あ
り
ま
す
。

平
成
13
年
度
、
第
３
回
世
界
の
ウ

チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
が
開
催
さ
れ
た

の
を
機
会
に
、
世
界
各
地
の
ウ
チ
ナ

ー
ン
チ
ュ
の
交
流
の
機
運
が
高
ま
っ

て
お
り
、
多
く
の
移
民
を
輩
出
し
た

本
村
と
し
て
、
積
極
的
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
村
は
、
昭
和
60
年
に
「
中
城
村

平
和
宣
言
」
を
行
い
、
全
て
の
戦
争

を
否
定
し
、
核
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
、

戦
争
体
験
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
次
の
世
代
に
正
し
く
伝
え

る
と
と
も
に
、
村
民
一
人
一
人
が
平

和
の
尊
さ
を
実
感
す
る
た
め
、
今
年

度
も
「
憲
法
講
演
会
」、「
村
戦
没
者

慰
霊
祭
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ま
た
中
城
村
平
和
特
使
と
し
て
、

小
・
中
学
生
を
「
日
本
非
核
宣
言
自

治
体
協
議
会
及
び
長
崎
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」
派
遣
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

ウ
フ
ク
ビ
リ
線
の
改
良
舗
装
工
事
が

完
了
し
て
、
利
便
性
が
高
ま
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
村
道
大
瀬
線
の
測

量
・
設
計
を
実
施
し
、
平
成
16
年
度

か
ら
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
村

道
潮
垣
線
の
津
覇
・
北
浜
間
の
道
路

整
備
も
推
進
し
ま
す
。

児
童
生
徒
の
情
報
処
理
及
び
活
用

能
力
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
成
人

を
対
象
に
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使

用
に
必
要
な
基
礎
技
能
の
習
得
に
努

め
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
児
童

Ⅳ
教
育
と
文
化
の
豊
か
な

村
（
人
が
と
よ
む
）

(1)
人
材
の
育
成

（
幼
児
教
育
・
学
校
教
育
）

(2)
社
会
教
育

（
社
会
体
育
・
文
化
振
興
）

(3)
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

(4)
地
域
間
交
流
の
展
開

(5)
平
和
行
政
の
推
進

(1)
道
路
・
交
通
網
の
整
備

(2)
情
報
通
信
網
の
拡
充

Ⅴ
利
便
と
快
適
の
住
み
よ

い
村
（
環
境
が
と
よ
む
）

平成１５年度 施政方針
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生
徒
の
情
報
処
理
及
び
能
力
の
育
成

向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

導
入
促
進
事
業
を
活
用
し
、
行
政
情

報
サ
ー
ビ
ス
、
公
共
施
設
情
報
、
生

涯
学
習
情
報
等
に
つ
い
て
村
内
諸
施

設
を
結
ん
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
双
方
向
の
サ
ー
ビ
ス
化
に
努
め

て
き
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
電
子
自
治
体
構
築
の

基
盤
と
さ
れ
る
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
の
情
報
化
も
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

昨
年
は
、
特
に
長
年
の
課
題
と
な

っ
て
い
た
久
場
地
区
下
水
排
水
路

（
久
場
真
尻
一
帯
の
冠
水
・
浸
水
問

題
）
も
着
手
で
き
、
伊
集
後
川
や
当

間
山
後
里
川
の
災
害
復
旧
工
事
も
完

了
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
エ
コ
・
コ
ー
ス
ト
事

業
も
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
オ
カ

ヤ
ド
カ
リ
類
や
そ
の
他
の
自
然
を
活

用
し
た
野
外
体
験
学
習
や
自
然
環
境

教
育
の
場
と
し
て
の
整
備
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
対
策
の
た
め
、

反
射
鏡
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
工
事

等
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

平
成
14
年
度
ま
で
に
１
３
０
０
ｍ
の

都
計
道
路
、
７
７
４
２
ｍ
の
区
画
道

路
、
１
８．
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
造
成
工

事
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
15

年
度
は
、
都
計
道
路
、
区
画
道
路
、

造
成
工
事
、
物
件
補
償
等
約
11
億
円

の
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

吉
の
浦
公
園
を
は
じ
め
、
児
童
公

園
等
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
営
中
城
公
園
整
備
事
業
も

平
成
９
年
度
か
ら
進
め
て
お
り
、
今

後
中
城
城
跡
を
核
と
し
て
、
園
路
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

広
場
、
駐
車
場
等
の
整
備
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
は
、
文
化
交
流
エ
リ

ア
の
駐
車
場
の
整
備
に
着
手
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
南
上
原
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
・
伊
集
・
津
覇
・
奥
間
・

和
宇
慶
地
域
で
配
水
管
新
設
改
良
１

３
１
６
ｍ
、
伊
集
増
圧
ポ
ン
プ
場
築

造
（
45
㎡
）
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
和
宇
慶
・
津
覇
・
当

間
・
南
上
原
・
北
上
原
の
配
水
管
調

査
測
量
設
計
（
１
７
０
０
ｍ
）、
南
上

原
・
添
石
・
伊
舎
堂
・
津
覇
・
奥

間
・
和
宇
慶
・
北
上
原
・
当
間
の
配

水
管
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

平
成
14
年
度
は
、
和
宇
慶
・
北

浜
・
南
浜
及
び
津
覇
・
奥
間
地
内
の

下
水
道
管
布
設
工
事
３
２
９
５
ｍ
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
平
成
15
年
度
は
、

さ
ら
に
津
覇
・
奥
間
・
浜
地
内
の
３

８
６
０
ｍ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

本
村
は
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
台
地
地
域
に
分
布
す
る
森
林
、

中
城
湾
に
面
す
る
海
岸
域
や
海
浜
は

本
村
の
自
然
景
観
を
特
徴
づ
け
て
お

り
保
安
林
保
護
の
為
の
護
岸
整
備
や

エ
コ
・
コ
ー
ス
ト
事
業
も
ほ
ぼ
完
了

し
て
見
違
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
、
歴
史
の
道
（
ハ
ン
タ
道
）

整
備
事
業
が
採
択
さ
れ
、
今
年
度
か

ら
本
格
的
な
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
世
界
遺
産
の
中
城

城
跡
の
保
存
修
復
、
発
掘
さ
れ
た
出

土
品
の
展
示
、
文
化
財
案
内
人
の
充

実
・
強
化
等
、
歴
史
的
環
境
の
保
全

と
活
用
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精

神
障
害
者
が
障
害
に
応
じ
て
、
社
会

復
帰
を
促
す
た
め
の
機
能
訓
練
や
デ

イ
ケ
ア
事
業
等
を
引
き
続
き
進
め
る

と
と
も
に
、「
が
じ
ゅ
ま
る
会
」
へ
の

支
援
も
継
続
し
て
参
り
ま
す
。
今
年

度
か
ら
市
町
村
に
事
務
事
業
が
移
譲

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
知
的

障
害
児
（
者
）
支
援
費
事
業
の
充
実

も
肝
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
母
子
保

健
法
等
の
改
正
に
よ
り
事
務
移
譲
さ

れ
た
諸
事
業
や
従
来
の
事
業
を
実
施

し
、
母
子
保
健
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
り
ま
す
。

(4)
市
街
地
の
整
備

(3)
集
落
環
境
の
整
備

(5)
公
園
・
緑
地
の
整
備

(6)
上
水
道
の
充
実

(7)
下
水
道
の
整
備

(8)
自
然
的
・
歴
史
的
環
境
の
保
全

と
活
用

(9)
健
康
医
療
の
充
実
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社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
各
種

福
祉
施
設
、
団
体
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

の
連
携
を
一
層
深
め
、
地
域
福
祉
の

充
実
・
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
平
成
12
年
に
立
ち
上
げ
た
社
会

福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
事
業
を
今
年
度
は
、「
ふ
れ
あ
い

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
発
展
さ
せ
、
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
参

り
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従

来
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
保
育
に
欠
け

る
幼
児
の
保
育
、
障
害
児
保
育
、
幼

児
の
健
康
診
査
、
各
種
予
防
接
種
、

認
可
外
保
育
所
に
対
す
る
助
成
を
引

き
続
き
行
い
、
さ
ら
に
今
年
度
も
３

保
育
所
に
お
い
て
０
歳
児
保
育
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
今
年
か
ら
県
と
連

携
し
て
乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
５
歳

未
満
児
ま
で
実
施
し
ま
す
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域
高

齢
者
へ
の
重
点
健
康
教
育
を
強
化
し
、

身
近
な
地
域
で
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て

ふ
れ
あ
い
事
業
を
支
援
し
強
化
し
て

参
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
沖

縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
に
事
業
は

移
り
ま
す
が
、
村
に
よ
る
ケ
ア
ー
プ

ラ
ン
再
評
価
を
行
い
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

平
成
12
年
11
月
か
ら

始
め
た
ゴ
ミ
の
５
種
類

分
別
収
集
は
、
村
民
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
ゴ
ミ
の

出
し
方
の
周
知
徹
底
に

努
め
ま
す
。
尚
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行

に
伴
い
電
化
製
品
等
の

不
法
投
棄
が
後
を
絶
た

な
い
状
況
に
あ
り
、
パ

ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
図
り
、
不
法
投

棄
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
現
在
新
築
中
の
ゴ
ミ
処
理

施
設
「
青
葉
苑
」
も
平
成
14
年
度
中

に
完
了
し
、
平
成
15
年
度
か
ら
稼
働

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
村
民
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
粗
大
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、

青
葉
苑
の
稼
働
と
同
時
に
、
処
理
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

緊
急
時
に
お
け
る
確
か
な
通
信
手

段
の
確
保
を
図
り
、
村
民
の
安
全
確

保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

中
北
消
防
で
は
、
指
令
装
置
・
地

図
検
索
装
置
・
支
援
情
報
検
索
処
理

装
置
・
消
防
無
線
・
消
防
用
有
線
電

話
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
消
防
緊
急
通

信
指
令
シ
ス
テ
ム
が
開
通
す
る
こ
と

に
な
り
、
的
確
、
か
つ
、
迅
速
に
消

防
活
動
及
び
救
急
活
動
態
勢
が
効
果

的
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
４
回
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施

し
て
お
り
、
村
民
・
運
転
者
に
対
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
、
交
通
事
故

防
止
を
図
る
。
ま
た
、
主
要
道
路
に

お
い
て
、
交
通
指
導
員
に
よ
る
街
頭

指
導
及
び
広
報
を
行
い
、
交
通
事
故

防
止
と
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
高

揚
を
図
る
。

今
後
と
も
犯
罪
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
の
創
出
の
た
め
、
村
民
一
人

一
人
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と
青
少
年

犯
罪
の
未
然
防
止
の
た
め
、
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
子
供
達
を
犯
罪

か
ら
守
る
「
太
陽
の
家
」
と
の
連
携

強
化
な
ど
、
今
後
と
も
防
犯
運
動
を

展
開
し
て
参
り
ま
す
。

真
の
男
女
平
等
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
と
も

各
種
女
性
行
政
施
策
の
推
進
や
村
婦

人
連
合
会
活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
求
め
て
意
識
の
改
革

を
図
る
べ
く
女
性
問
題
懇
話
会
等
で

そ
の
具
体
的
方
策
を
求
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

(10)
社
会
福
祉
の
充
実

(11)
環
境
衛
生
の
向
上

(12)
地
域
防
災
の
確
立

(13)
消
防
・
救
急
体
制
の
拡
充

(14)
交
通
安
全
運
動
の
強
化

(15)
防
犯
対
策
の
強
化

(16)
女
性
行
政
の
推
進

平成１５年度 施政方針
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農
業
の
生
産
振
興
を
図
る
主
要
施

策
と
し
て
、
生
産
基
盤
の
整
備
を
進

め
、
こ
れ
ま
で
緊
急
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
の
農
業
用
排
水
確
保
の
地
下

タ
ン
ク
の
設
置
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
今
年
も
、
団
体
営
津
覇
地
区

か
ん
が
い
排
水
事
業
の
貯
水
池
整
備

を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
さ
と
う
き
び
生
産
の
機

械
化
一
貫
体
系
の
確
立
と
優
良
種
苗

の
確
保
、
農
業
機
械
士
へ
の
支
援
、

糖
業
振
興
策
と
し
て
の
さ
と
う
き

び
・
糖
業
再
活
性
化
事
業
へ
の
取
り

組
み
な
ど
、
農
業
の
振
興
策
を
講
じ

て
参
り
ま
す
。

緑
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
年
次
計
画
で
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
15
年
度
は
、
保
育
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

平
成
15
年
度
も
引
き
続
き
漁
業
組

合
育
成
補
助
、
漁
具
購
入
補
助
を
行

い
、
沿
岸
漁
場
の
整
備
と
水
産
資
源

の
涵
養
に
努
め
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
は
、
即
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
商
工
会
へ
の
助
成
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

ま
た
沖
縄
電
力
㈱
の
発
電
所
誘
致

が
実
現
す
れ
ば
、
関
連
産
業
の
誘
致

や
雇
用
創
出
も
大
き
く
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
商
工
会
と
の
強
力
な
連

携
の
も
と
に
誘
致
活
動
を
推
進
い
た

し
ま
す
。

平
成
12
年
、
国
の
史
跡
指
定
の
中

城
城
跡
が
「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及

び
関
連
遺
産
群
」
の
一
つ
と
し
て
、

世
界
文
化
遺
産
の
リ
ス
ト
に
登
録
さ

れ
、
本
村
の
観
光
振
興
と
地
域
活
性

化
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
策
定
さ
れ
た
「
第

三
次
総
合
計
画
」
や
「
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
世
界
遺
産
を
核
に
、
平
成

15
年
度
か
ら
本
格
的
に
着
手
さ
れ
る

歴
史
の
道
整
備
事
業
の
成
果
も
含
め

て
、
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
の
振
興
に
努

め
ま
す
。

村
づ
く
り
の
将
来
像
「
豊
か
な
歴

史
と
自
然
に
彩
ら
れ
た
田
園
文
化
の

村
・
と
よ
む
中
城
」
実
現
の
た
め
村

民
参
加
の
促
進
、
そ
の
た
め
の
情
報

公
開
制
度
の
検
討
、
地
方
分
権
社
会

や
情
報
化
社
会
に
即
し
た
組
織
機
構
、

職
員
の
適
材
適
所
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
、
組
織
改
革
、
庁

内
ラ
ン
の
整
備
等
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た

め
、
今
日
的
課
題
で
あ
る
情
報
処
理

能
力
の
強
化
や
地
方
分
権
社
会
に
対

応
で
き
る
よ
う
コ
ス
ト
・
経
営
意
識

の
涵
養
や
政
策
立
案
能
力
強
化
の
た

め
の
職
場
研
修
を
は
じ
め
、
自
治
研

修
所
等
を
活
用
し
た
研
修
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
行
政
ニ

ー
ズ
の
増
大
に
対
し
職
員
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
に
よ
っ
て
厳
し

い
財
政
状
況
に
対
処
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
方
財
政
は
、
長
引
く
経
済
不
況
、

景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
本
村

は
、
自
主
財
源
の
中
心
と
な
る
村
税

等
の
比
率
が
低
く
、
地
方
交
付
税
や

国
庫
支
出
金
に
依
存
し
た
財
政
構
造

に
な
っ
て
お
り
、
国
の
財
政
構
造
改

革
に
よ
り
今
年
度
も
地
方
交
付
税
の

減
額
、
国
庫
補
助
金
等
の
整
理
縮
小

が
図
ら
れ
る
中
、
土
地
区
画
整
理
事

業
、
公
共
下
水
道
事
業
等
の
継
続
事

業
や
財
源
の
移
譲
を
伴
わ
な
い
地
方

分
権
の
施
行
に
よ
る
財
政
負
担
、
施

行
後
間
も
な
い
介
護
保
険
事
業
の
広

域
連
合
へ
の
移
行
等
、
増
大
す
る
行

政
需
要
に
対
応
す
る
財
源
の
確
保
に

苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
歳
入
の
伸
び
が
期
待

で
き
な
い
以
上
、
歳
出
の
徹
底
し
た

抑
制
と
節
減
合
理
化
に
留
意
し
、
特

に
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
等
の
課
税

客
体
の
把
握
、
納
税
思
想
の
高
揚
と

徴
収
率
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
策
定
さ
れ
た
行
政
改
革
実

施
計
画
に
基
づ
く
推
進
と
、
更
な
る
、

継
続
検
討
を
進
め
、
事
務
事
業
の
見

直
し
と
計
画
的
・
効
率
的
な
執
行
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

今
後
、
自
主
財
源
を
安
定
的
に
確

保
し
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
住
民
の
行

政
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、

優
良
企
業
の
誘
致
等
、
積
極
的
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

平
成
15
年
３
月
10
日

中
城
村
長
新
垣
清
徳

Ⅵ
生
産
と
喜
び
の
活
力
あ

る
村
（
仕
事
が
と
よ
む
）

(1)
農
業
の
振
興

(2)
林
業
の
振
興

(3)
漁
業
の
振
興

(4)
商
工
業
の
振
興

Ⅶ
行
財
政
の
確
立

(1)
行
政
運
営
の
確
立

(2)
財
政
運
営
の
確
立

(5)
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
の
振
興
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３
月
10
日
か
ら
開
か
れ
た
平
成
15
年
第
２
回

中
城
村
議
会
で
、
平
成
15
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
48
億
１
３
６
７
万
円
で
前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
９．
８
％
、
４
億
９
５
３

３
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
47
億
８
９
２
２
万
円
で
総
額
96

億
２
８
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成１５年度 予算

このように使います！！

一般会計歳入　合計４８億１３６７万円

一般会計歳出 合計４８億１３６７万円

その他、44,981 村税、907,811

地方譲与税、48,552

地方消費税交付金、89,311

自動車所得税交付金、11,941

地方交付金、1,370,000

使用料・手数料、54,942

国庫支出金、530,222

県支出金、434,876

繰入金、505,002

諸収入、3,632

村債、812,400

議会費、121,675

総務費、564,099

民生費、949,837

衛生費、388,414

農林水産費、279,066土木費、710,547

消防費、218,783

教育費、989,718

公債費、371,538

諸支出金、188,507

その他、31,486
特別会計

国民健康保険特別
会計予算
老人保健特別会計
予算

水道事業会計予算

公共下水道特別会
計予算
土地区画整理事業
特別会計予算

予算
(単位：千円)

1,476,361

1,149,091

462,826

473,876  

1,227,068 

平
成
15
年
度
主
な
事
業

◎
中
城
中
学
校
管
理
棟
新
増
改

築
事
業

◎
南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業

◎
団
体
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

（
津
覇
た
め
池
）

◎
農
道
環
境
整
備（
北
浜
農
道
）

事
業

◎
世
界
遺
産
周
辺
整
備
事
業

（
歴
史
の
道
整
備
事
業
）

◎
中
城
ま
つ
り
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久
場
公
民
館
に
は
、
後
初
期
に
創
設
さ
れ
た
沖
縄

民
政
府
の
名
が
記
さ
れ
た
「
原
山
勝
負
」
の
優
勝
旗

が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

久
場
に
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
詳
細
は
定

か
で
は
な
い
が
、「
連
続
優
勝
し
た
の
で
も
ら
っ
た
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
沖
縄
民
政
府
」
の
創
立
が

一
九
四
六
年
四
月
で
あ
り
、
次
の
沖
縄
郡
島
政
府
の

設
立
が
一
九
五
〇
年
十
一
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
優
勝
旗
が
そ
の
期
間
に
製
作
さ
れ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

で
は
、
こ
の
原
山
勝
負
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
、
中
城
で
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
久
場
の
年
配
の
方
々
を
中
心
に
尋

ね
て
み
た
。

原
山
勝
負
の
起
源

「
原
山
勝
負
」
は
農
事
奨
励
の
た
め
各
村
（
字
）

な
ど
を
単
位
に
、
農
事
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
面
に

つ
い
て
審
査
し
、
優
劣
を
競
う
行
事
で
あ
る
。
春
と

秋
の
年
二
回
開
催
さ
れ
、
勝
っ
た
村
に
は
褒
美
を
与

え
、
負
け
る
と
罰
金
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
競
争
心

を
も
た
せ
て
、
労
働
及
び
生
産
を
推
進
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
琉
球
王
国
時
代
の
一
八

一
四
年
頃
に
豊
見
城
間
切
の
地
頭
代
で
あ
っ
た
座
安

親
雲
上
が
創
案
し
、
そ
れ
が
各
地
に
広
が
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
廃
藩
置
県
後
の
明
治
三
十
二
年
（
一
八

九
九
年
）
三
月
三
十
日
、
当
時
の
奈
良
原
県
知
事
は

各
間
切
で
慣
例
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
原
山
勝
負

を
県
令
と
し
て
条
文
化
（「
原
勝
負
山
勝
負
賞
与
規

程
」）
し
、
公
布
し
た
。
そ
の
第
一
条
に
は
「
間
切

島
ニ
於
テ
慣
例
ニ
依
リ
執
行
ス
ル
春
秋
二
季
ノ
原
勝

負
山
勝
負
ニ
勝
ヲ
得
タ
ル
村
ニ
ハ
其
賞
ト
シ
テ
金
員

ヲ
授
与
ス
」
と
定
め
て
い
る
。

審
査
項
目
と
審
査
方
法

審
査
項
目
は
農
事
全
般
に
わ
た
る
が
、
主
と
し
て

田
畑
の
耕
作
方
法
、
作
物
の
生
育
状
況
、
雑
草
の
有

無
、
農
道
の
掃
除
、
肥
料
製
造
法
、
屋
敷
地
の
掃
除
、

家
畜
の
生
育
状
況
、
山
林
の
管
理
状
況
、
有
害
動
物

及
び
病
害
虫
の
駆
除
や
予
防
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
項
目
に
つ
い
て
総
合
的
に
審
査
し
、
優
劣
を
決
め

た
。公

平
を
期
す
た
め
審
査
員
に
つ
い
て
は
各
部
落
か

ら
出
し
た
と
い
う
。

で
は
、
審
査
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
か
つ
て
芋
や
大
豆
、
野
菜
な
ど
の
農
作
物
を

荒
ら
す
野
ネ
ズ
ミ
や
マ
ン
グ
ー
ス
ー(

注
１)

、
ア
フ

リ
カ
マ
イ
マ
イ(

注
２)

な
ど
に
よ
る
被
害
は
大
き
か

っ
た
。
そ
れ
を
駆
除
す
る
に
は
、
今
日
の
よ
う
に
駆

除
剤
を
使
用
す
る
こ
と
は
な
く
、
人
間
の
手
で
一
つ

一
つ
退
治
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ

ら
の
有
害
動
物
及
び
病
害
虫
の
駆
除
・
予
防
を
奨
励

す
る
意
味
か
ら
も
、
野
ネ
ズ
ミ
や
マ
ン
グ
ー
ス
ー
を

何
匹
捕
ら
え
た
か
（
駆
除
し
た
か
）
を
競
う
こ
と
は

当
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

捕
ま
え
た
野
ネ
ズ
ミ
や
マ
ン
グ
ー
ス
ー
は
尻
尾
を

切
り
、
そ
の
数
の
多
寡
を
競
っ
た
。
マ
ン
グ
ー
ス
ー

一
匹
は
鼠
十
匹
に
相
当
し
た
と
い
う
。
ネ
ズ
ミ
捕
り

を
体
験
し
た
あ
る
人
は
「
朝
起
き
る
と
、
一
人
十
個

ぐ
ら
い
、
い
ろ
ん
な
場
所
に
ネ
ズ
ミ
捕
り
を
仕
掛
け
、

次
の
朝
か
か
っ
て
い
な
い
か
を
巡
っ
て
み
た
」
と
話

す
。
ま
た
、
尻
尾
を
切
っ
た
ネ
ズ
ミ
は
ク
バ
の
葉
で

舟
を
作
り
、
そ
れ
に
乗
せ
て
海
に
流
し
た
と
い
う
。

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
は
獲
っ
た
数
量
を
審
査
し

た
。
多
い
と
こ
ろ
で
は
ド
ラ
ム
缶
の
三
、
四
個
分
も

捕
れ
た
。

家
畜
に
つ
い
て
は
、
豚
、
牛
、
馬
、
山
羊
な
ど
質

や
頭
数
を
競
い
、
ま
た
食
肉
用
、
繁
殖
用
と
そ
れ
ぞ

れ
分
け
て
審
査
さ
れ
た
。
豚
の
場
合
は
、
体
重
が
ど

れ
位
増
え
た
か
と
い
う
こ
と
も
審
査
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
勝
負
に
か
け
る
当
時
の
裏
話
と
し
て
、「
測
定

す
る
二
、
三
日
前
は
餌
を
与
え
ず
、
直
前
に
な
っ
て

民
俗
だ
よ
り
第６号
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た
く
さ
ん
与
え
て
急
激
に
太
ら
せ
た
」
と
明
か
す
人

も
い
る
。

作
物
の
栽
培
に
欠
か
せ
な
い
肥
料
作
り
も
審
査
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
草
を
刈
っ
て
、
そ
れ
に
屎
尿
を
か

け
て
堆
肥
を
作
っ
た
。
堆
肥
は
四
角
い
大
き
な
容
器

に
作
ら
れ
、
そ
れ
の
縦
と
横
の
長
さ
を
測
定
し
、
量

を
競
っ
た
。
久
場
部
落
の
場
合
、
こ
れ
ら
は
青
年
会

な
ど
に
よ
っ
て
タ
ン
ト
ゥ
イ
ナ
ー
に
集
め
ら
れ
た
。

村
の
審
査
員
は
、
長
い
棒
な
ど
で
突
付
い
て
中
に
不

正
な
も
の
が
入
っ
て
い
な
い
か
を
調
べ
た
。

豚
や
牛
の
糞
を
肥
料
と
し
て
畑
に
ま
い
た
が
、
審

査
の
さ
い
に
そ
れ
が
見
え
る
と
罰
金
を
課
せ
ら
れ

た
。
し
た
が
っ
て
、
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。

大
豆
や
芋
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
農
作
物
の
生
育
状

況
に
つ
い
て
は
、
坪
あ
た
り
ど
れ
く
ら
い
収
穫
さ
れ

た
の
か
が
審
査
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
原
山
勝
負

の
時
期
が
近
づ
く
と
、
大
豆
な
ど
を
ニ
ワ
ト
リ
が
食

べ
て
し
ま
う
た
め
、
ふ
だ
ん
は
外
で
放
し
飼
い
に
し

て
い
た
ニ
ワ
ト
リ
を
青
年
達
が
追
い
ま
わ
し
て
必
死

に
な
っ
て
捕
ま
え
、
家
か
ら
出
さ
な
い
よ
う
に
し
た
。

田
畑
の
管
理
等
に
つ
い
て
も
厳
し
く
審
査
さ
れ

た
。
例
え
ば
、
ヤ
ハ
タ
（
ム
ラ
サ
キ
カ
タ
バ
ミ
　
注

３
）
が
一
本
で
も
見
つ
か
る
と
減
点
さ
れ
た
ほ
か
、

一
本
に
つ
き
幾
ら
と
い
う
よ
う
に
罰
金
を
課
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
集
落
内
に
あ
っ
た
場
合
は
ス
ン
ジ

リ
ー
（
共
同
作
業
）
の
さ
い
に
全
員
で
取
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
畑
に
あ
る
場
合
は
各
人
が
責
任
を
も
っ
て
取

る
こ
と
に
し
た
。
取
っ
た
ヤ
ハ
タ
は
郡
道
や
砂
浜
に

埋
め
て
処
分
し
た
。

ま
た
、
部
落
内
に
あ
る
溝
の
手
入
れ
や
屋
敷
内
外

の
清
掃
の
状
況
も
審
査
の
対
象
で
あ
っ
た
た
め
、
時

に
は
区
民
総
出
の
共
同
作
業
で
環
境
美
化
に
努
め

た
。
そ
の
ほ
か
、
家
の
中
も
厳
し
く
審
査
さ
れ
た
。

に
ぎ
わ
っ
た
原
山
勝
負
差
分
式

以
上
の
よ
う
な
広
範
な
項
目
に
つ
い
て
審
査
し
、

そ
れ
ぞ
れ
点
数
が
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
優
劣
を
決
め

る
原
山
勝
負
差
分
式
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て

は
、
瑞
慶
覧
の
馬
場
で
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
中
城
城

跡
で
行
な
わ
れ
た
。
当
日
は
、
各
部
落
対
抗
の
運
動

会
も
開
催
さ
れ
、
相
撲
や
競
馬
な
ど
も
行
わ
れ
る
な

ど
、
今
日
で
い
う
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
年
中
行

事
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
物
す
る
た
め
、

各
部
落
の
旗
頭
を
も
っ
た
青
年
達
を
先
頭
に
村
中
か

ら
大
勢
の
人
々
が
集
ま
り
、
た
い
へ
ん
な
に
ぎ
わ
い

で
あ
っ
た
。

競
馬
に
出
場
す
る
馬
は
小
型
の
宮
古
馬
（
ナ
ー
ク

ン
マ
グ
ヮ
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
い
か
に
も
祭
り

に
ふ
さ
わ
し
く
、
た
て
が
み
も
き
れ
い
に
切
り
揃
え
、

赤
や
黄
色
の
布
で
着
飾
っ
て
歩
む
、
そ
の
ハ
イ
カ
ラ

ア
ッ
チ
ー
は
、
見
る
人
を
十
分
楽
し
ま
せ
た
。

褒
賞
に
つ
い
て

優
勝
す
る
と
、
優
勝
旗
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
賞

金
も
あ
っ
た
と
い
う
。
明
治
三
十
二
年
三
月
二
十
九

日
の
県
訓
令
第
四
十
四
号
で
は
「
原
勝
負
山
勝
負
賞

与
金
ハ
當
分
ノ
内
春
秋
ニ
季
ノ
勝
負
毎
ニ
金
一
円
五

拾
銭
宛
ト
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
。
賞
品
と
し
て
は
、

そ
の
他
に
タ
オ
ル
な
ど
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ

た
。

戦
後
の
原
山
勝
負

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
人
々
は
原
山
勝
負
を
通
し

て
農
事
を
競
い
、
ま
た
、
運
動
会
や
競
馬
な
ど
を
併

催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
娯
楽
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
原
山
勝
負
は
、
戦
後
も
一
時
期
ま
で
行
な
わ
れ

た
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
名
称

自
体
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
現
在
も
な
お
、

そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。
地
域

の
草
刈
な
ど
環
境
美
化
作
業
は
ス
ン
ジ
リ
ー
と
し
て

今
も
行
わ
れ
て
お
り
、
農
事
に
関
わ
る
「
勝
負
」
に

つ
い
て
は
、
共
進
会
と
か
品
評
会
な
ど
に
、
そ
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
注
１
）
マ
ン
グ
ー
ス
ー
は
一
九
一
〇
年
（
明
治
四

三
年
）
に
ネ
ズ
ミ
や
ハ
ブ
の
天
敵
と
し
て

イ
ン
ド
か
ら
導
入
し
た
。

（
注
２
）
東
ア
フ
リ
カ
原
産
。
日
本
で
は
一
九
三
〇

年
代
頃
、
食
用
カ
タ
ツ
ム
リ
と
し
て
ジ
ャ

ワ
や
台
湾
か
ら
導
入
さ
れ
た
。
終
戦
直
後

の
食
糧
難
の
時
代
に
は
、
蛋
白
質
源
と
し

て
食
さ
れ
た
。

（
注
３
）
ヤ
ハ
タ
の
和
名
は
ム
ラ
サ
キ
カ
タ
バ
ミ
。

南
ア
メ
リ
カ
原
産
で
日
本
に
は
、
徳
川
時

代
の
末
期
に
渡
来
し
、
最
初
は
観
賞
用
に

植
え
ら
れ
て
い
た
が
繁
殖
力
が
強
く
野
生

化
し
て
い
る
。
沖
縄
で
は
戦
前
に
帰
化
し

て
い
る
。

〈
参
考
文
献
〉

『
南
島
の
原
山
勝
負
の
構
成
』

『
琉
球
紀
行
』

『
沖
縄
大
百
科
事
典
』

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

（
村
吉
早
綾
佳
）
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労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
免

許
試
験
の
ご
案
内

〜
沖
縄
試
験
場
〜

＊
試
験
日
　
11
月
９
日

＊
試
験
の
種
類

第
１
種
衛
生
管
理
者
・
第
２
種

衛
生
管
理
者
・
潜
水
士

＊
受
験
申
請
提
出
先

（
社
）
沖
縄
県
労
働
基
準
協
会

℡
０
９
８-

８
６
８-

２
８
２
６

＊
試
験
日
　
11
月
９
日

＊
試
験
の
種
類

１
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
・
２
級
ボ

イ
ラ
ー
技
士
（
Ａ
）
・
２
級
ボ

イ
ラ
ー
技
士
（
Ｂ
）
・
ボ
イ
ラ

ー
整
備
士

＊
受
験
申
請
提
出
先

日
本
ボ
イ
ラ
協
会
　
沖
縄
支
部

℡
０
９
８-

８
７
８-

２
４
４
１

＊
試
験
日
　
11
月
９
日

＊
試
験
の
種
類

ク
レ
ー
ン
運
転
士
・
移
動
式
ク

レ
ー
ン
運
転
士

＊
受
験
申
請
提
出
先

（
社
）
日
本
ク
レ
ー
ン
協
会

沖
縄
支
部

℡
０
９
８-

８
７
８-

２
４
３
３

＊
試
験
日
　
11
月
９
日

＊
試
験
の
種
類

揚
貨
装
置
運
転
士
　

＊
受
験
申
請
提
出
先

港
湾
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害

防
止
協
会
　
　
　
沖
縄
総
支
部

℡
０
９
８-

８
６
８-

５
４
２
１

＊
試
験
日
　
11
月
９
日

＊
試
験
の
種
類

林
業
架
線
作
業
主
任
者

＊
受
験
申
請
提
出
先

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害

防
止
協
会
　
　
　
沖
縄
県
支
部

℡
０
９
８-

８
６
８-

３
６
５
６

＊
試
験
日
時
　
８
月
24
日
　
10
時

＊
試
験
種
類甲

種
（
第
１
〜
第
５
類
）

乙
種
（
第
１
〜
第
７
類
）

＊
試
験
会
場
　
沖
縄
国
際
大
学
他

＊
案
内
書
配
布
先

各
消
防
本
部
・
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
せ
先

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
沖

縄
県
支
部

那
覇
市
旭
町
１
１
６
│
30

自
治
会
館
５
階

℡
０
９
８-

８
６
７-

５
３
３
２

〜
２
０
０
３
年
度
10
月

社
会
人
学
生
募
集
〜

一．

特
別
推
薦
入
試

（
21
歳
以
上
、
自
己
推
薦
可
能
）

＊
募
集
学
科
　
英
語
科
・
保
育
科

＊
出
願
期
間
　

７
月
14
日
（
月
）
〜
17
日
（
木
）

＊
試
験
日
　
８
月
１
日
（
金
）

二．

社
会
人
の
た
め
の
AO
型
入
試
　

（
10
月
入
学
）

＊
募
集
学
科
　
英
語
科
（
若
干
名
）

＊
面
談
と
書
類
審
査
に
よ
っ
て
選

抜
す
る
入
試
で
す

＊
面
接
申
込
み
期
間

平
成
15
年
８
月
22
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学

入
試
課

℡
０
９
８-

９
４
５-

９
７
８
２

〜
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
子
ど
も
達
が
富
士
山
の
ふ

も
と
に
集
合
〜

期
間：

７
月
30
日
〜
８
月
３
日

場
所：

山
梨
県
山
中
湖
村
営
山
中

湖
キ
ャ
ン
プ
場

対
象：

小
学
４
年
〜
中
学
３
年
生

220
人
　
外
国
人
40
名

内
容：

富
士
登
山
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
タ
イ
ム
、
野
外
炊

飯
な
ど

受
付：

７
月
４
日
（
金
）

先
着
順
受
付

費
用：

小
学
生
７
４
０
０
０
円

中
学
生
８
３
０
０
０
円

◆
お
問
い
合
わ
せ

文
部
科
学
省
所
管
　

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

℡
０
３-

３
３
５
９-

８
４
２
１

E-m
ail
info@

kskk.or.jp

〒
１
６
０-

０
０
０
４

東
京
都
新
宿
区
四
谷
２-

１
１

大
村
ビ
ル
３
階

■
試
験
案
内

■
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ

ン
プ

■
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期

大
学
　
社
会
人
学
生
募
集

広報 ななかかぐぐすすくく No.120  (2003. 5.20)

■
消
防
設
備
士
試
験
案
内
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Information

田
畑
や
山
野
、
草
地
等
へ
の
出

入
り
や
夜
間
に
歩
行
す
る
際
に
は

充
分
に
注
意
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
！

も
し
ハ
ブ
に
咬
ま
れ
た
場
合
は
、

落
ち
着
い
て
次
の
よ
う
に
対
処
し

ま
し
ょ
う
。

①
激
し
い
動
き
を
し
な
い
で
、
身

近
な
人
に
助
け
を
求
め
る
。

②
応
急
処
置
と
し
て
傷
口
か
ら
吸

飲
器
等
で
毒
を
繰
り
返
し
吸
い

出
す
。

③
早
急
に
医
療
機
関
で
治
療
を
受

け
る
。

沖
縄
県
で
は
、
平
成
15
年
５
月

１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
間
、

ハ
ブ
咬
症
注
意
報
を
発
令
し
、
ハ

ブ
咬
症
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る

よ
う
呼
び
か
け
ま
す
。

平
成
15
年
度
の
犬
の
登
録
及
び

狂
犬
病
予
防
注
射
を
下
記
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

実
施
場
所
は
、
各
字
公
民
館
（
集

会
場
）
及
び
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

に
て
行
い
ま
す
。

下
記
日
程
の
時
間
帯
で
し
た
ら

ど
ち
ら
の
公
民
館
で
も
受
け
ら
れ

ま
す
。

＊
平
成
15
年
３
月
２
日
以
降
予
防

注
射
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
獣

医
か
ら
の
予
防
注
射
済
証
を
持
　

参
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
料
金

予
防
注
射
手
数
料
２
４
５
０
円

注
射
済
票
交
付
料
　
５
５
０
円

登
録
申
請
料
　
　
３
０
０
０
円

鑑
札
再
交
付
手
数
料
１
６
０
０
円

■
お
問
い
合
せ

中
城
村
役
場
住
民
生
活
課

℡
８
９
５-

２
１
３
１
（
２
２
２
）

自
動
車
税
は
県
民
の
福
祉
は
も

ち
ろ
ん
道
路
の
整
備
な
ど
身
近
な

と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。

☆
納
期
限
は
６
月
２
日
で
す
。

☆
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

■
お
問
い
合
わ
せ

自
動
車
税
事
務
所

℡
　
８
７
９-

１
６
２
７

今
月
（
５
月
）
は
、
平
成
15
年

度
軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
の

納
付
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

納
期
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
が

あ
る
場
合
は
、
村
役
場
税
務
課
に

て
相
談
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
勧

め
し
ま
す
。

※
村
税
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替

を
ご
利
用
下
さ
い
。

※
第
１
期
内
に
一
括
し
て
納
付
さ

れ
る
方
に
つ
い
て
は
前
納
報
償

金
制
度
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
各
納
期
内
に
納
付
さ
れ
ま

す
と
納
税
奨
励
金
が
各
自
治
会

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

中
城
村
役
場
　
税
務
課

℡
８
９
５-

２
１
３
１
（
２
４
２
）３月１日２月２日

村県民税 固定資産税

１２月１日 １２月２５日

６月２日６月２日６月３０日

７月３１日９月３０日

軽自動車税

第１期

第２期

第３期

第４期

税目

期別

■
ハ
ブ
咬
症
注
意

■
自
動
車
税

■
軽
自
動
車
税
・
固
定
資

産
税
の
納
期
で
す

■
平
成
15
年
度
犬
の
登
録

及
び
狂
犬
病
予
防
注
射

６月１日（日）

自治会名 実施時間

伊集
和宇慶
南浜
北浜
津覇
奥間
浜
安里
当間
屋宜

自治会名 実施時間

９：００　～　　９：２０
９：３０　～　１０：０５
１０：１５　～　１０：２５
１０：３５　～　１０：５５
１１：０５　～　１１：４５
１３：００　～　１３：３５
１３：４５　～　１４：１０
１４：２０　～　１４：４５
１４：５５　～　１５：２５
１５：３５　～　１６：０５

６月２２日（日）

添石
伊舎堂
泊
久場
登又

サンヒルズ
新垣
北上原
南上原

９：００　～　　９：２０
９：３０　～　　９：５０
１０：００　～　１０：２０
１０：３０　～　１１：２０
１１：３５　～　１２：０５
１３：２０　～　１３：５０
１４：００　～　１４：２５
１４：３５　～　１５：００
１５：１０　～　１５：４５

日　程　表
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火
仏 滅

行
事
日
程
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２
5月3日

３
5月4日

４
5月5日

５
5月6日

６
5月7日

７
5月8日

８
5月9日

９
5月10日

１０
5月11日

１１
5月12日

１２
5月13日

１４
5月15日

１５
5月16日

１６
5月17日

１８
5月19日

１９
5月20日

２０
5月21日

１
6月2日

２
6月3日

３
6月4日

４
6月5日

５
6月6日

６
6月7日

７
6月8日

８
6月9日

９
6月10日

１１
6月12日

２３
5月24日

２４
5月25日

２５
5月26日

２６
5月27日

２７
5月28日

２８
5月29日

２９
5月30日

３０
6月1日

月
仏 滅

火
大 安

水
赤 口

木
先 勝

金
友 引

土
先 負

日
仏 滅

月
赤 口

火
先 勝

水
友 引

木
先 負

土
大 安

金
仏 滅

日
赤 口

月
先 勝

火
友 引

水
先 負

木
仏 滅

金
大 安

月
先 勝

火
友 引

金
大 安

土
赤 口

日
先 勝

月
友 引

火
先 負

水
仏 滅

木
大 安

金
赤 口

日
友 引

月
先 負

水
大 安

木
赤 口

金
先 勝

土
友 引

２１
5月22日

１２
6月13日

土
赤 口

１３
5月14日

１７
5月18日

土
先 勝

６

当間ふれあい事業
奥間ふれあい事業

北上原ふれあい事業

ソフトテニス大会・一般ソフトボール大会（村体協）

リハビリ教室［午後1時～5時］吉の浦会館

南上原ふれあい事業

７

水
先 負

木
仏 滅

１０
6月11日

日曜参観（津覇小・幼）

ツベルクリン反応検査（吉の浦会館）
再ツ反［受付 3:30～4:00］

ＰＴＡ作業（中小・幼）

乳幼児検診（老人福祉センター）［受付 1:30～2:30］

３歳児検診（吉の浦会館）
平成11.10.4～平成11.12.5生［受付 1:30～2:30］

住民健康診断
新垣［受付 午前9:30～11:00］
登又・サンヒルズ［受付 午後1:30～3:00］

リハビリ教室［午後1時～5時］吉の浦会館

南上原ふれあい事業

リハビリ教室［午前９時～午後１時］吉の浦会館

1
5月2日

日
赤 口

日
先 負

２２
5月23日

健康相談［午前９時～１１時］村役場

ＢＣＧ予防接種（吉の浦会館）
ツベルクリン反応検査を受けた者［受付 3:30～4:00］

シニアボランティア講座（社協）

浜ふれあい事業

胃検診有り

住民健康診断
久場［受付 午前9:30～11:00］
［受付 午後1:30～3:00］

胃検診有り

歯科検診（吉の浦会館）
平成14. 4.11～平成14.6.12生［受付 1:00～1:30］
平成12.12.11～平成13.2.12生［受付 2:30～3:00］

住民健康診断
伊舎堂・県営第２団地［受付 午前9:30～11:00］
泊［受付 午後1:30～3:00］

胃検診有り

卓球・バトミントン大会（村体協）

日曜参観（中城小・幼） 父の日

住民健康診断
屋宜［受付 午前9:30～11:00］
添石［受付 午後1:30～3:00］

胃検診有り

健康相談［午前９時～１１時］村役場

住民健康診断
安里［受付 午前9:30～11:00］
当間［受付 午後1:30～3:00］

胃検診有り

住民健康診断
奥間・中城団地［受付 午前9:30～11:00］
浜［受付 午後1:30～3:00］

胃検診有り

フリーマーケット（商工会）

護差丸の足跡を訪ねて（教委）

慰霊の日

健康相談［午前９時～１１時］村役場

住民健康診断
津覇［受付 午前9:30～11:00］
［受付 午後1:30～3:00］

胃検診有り

住民健康診断
北浜［受付 午前9:30～11:00］
南浜［受付 午後1:30～3:00］

胃検診有り

バレーボール大会（村体協）

村美化コンクール（村婦連）

住民健康診断
伊集［受付 午前9:30～11:00］
和宇慶［受付 午後1:30～3:00］

胃検診有り

乳児一般検診（吉の浦会館）
平成15.1.6～平成15. 4.5生［受付 1:00～1:30］
平成14.8.6～平成14.11.5生［受付 2:00～2:30］

ボウリング大会（村体協）

スポーツ大会（村Ｐ連）

住民健康診断
南上原［受付 午前9:30～11:00］
北上原［受付 午後1:30～3:00］

胃検診有り

健康相談［午前９時～１１時］村役場

１歳６ヶ月検診（吉の浦会館）
平成13.11.16～平成14.1.10生［受付 1:30～2:30］

深夜徘徊防止大会（村民会議）

中城村の人口

平成１５年４月末現在

人　口

男

女

世帯数

15,123
7,722
7,401
5,044

(+44)
(+27)
(+17)
(+38)

※ (    )内は前月との比較
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平成15年６月２日（月）

から住民生活課の昼食時

窓口業務開始

業務内容（証明関係）

（住民票謄・抄本、戸

籍謄・抄本、印鑑証明）

～テント・グランドゴルフセット等を整備～
県営中城第２団地自治会は、コミュニティ助成事業を活用しテント、
グランドゴルフセット等を整備しました。

この事業は、財団法人自治総合センターの助成によるもので、コミュ

ニティの健全な発展と宝

くじの普及広報を目的に

行われます。これにより

地域コミュニティ活動が

ますます活発になること

が期待されます。

ななかかぐぐすすくく



中
城
村
在
住
の
80
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
身
体

的
・
精
神
的
・
社
会
的
な
健
康
度
に
つ
い
て
面
接
に
よ
る
聞

き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
報
告
が
３
月
29
日
吉
の

浦
会
館
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
調
査
は
、
村
と
琉
球
大
学
の
與
古
田
先
生
が
共
同
で

行
っ
た
も
の
で
、
80
歳
以
上
の
高
齢
者
の
健
康
を
維
持
す
る

の
に
『
ふ
れ
あ
い
事
業
』
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
特
に
ふ
れ
あ
い
事
業
に
参
加
し
て

い
る
高
齢
者
は
、
精
神
面
の
健
康
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

ふ
れ
あ
い
事
業
は
、
高
齢
者
・
虚
弱
な
方
を
対
象
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
月
１
回
公
民

館
等
で
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
、

現
在
は
当
間
、
浜
、

南
上
原
、
奥
間
、
北

上
原
、
伊
舎
堂
の
６

カ
所
で
行
わ
れ
て
い

る
。

むら
の話題

Topics

★

★

★

みんなでささえる小さな命
みんなで育てる大きな未来
児童福祉の向上を図るため、昭和２２年以来、毎年５

月５日（こどもの日）から 一週間を「児童福祉週間」
と定め、国や地方公共団体はもとより家庭、学校、児童
福祉関係団体、児童福祉施設及び地域社会等が一体とな
り、児童福祉の意識啓発や子どもたちを対象とした催し
ものなど様々な取組みが展開できるよう努めているとこ
ろです。
中城村では５月１日、吉の浦公園で村内１０カ所の保
育園児と睦学園の生徒が参加し、鯉のぼり掲揚式が行わ
れた。新垣村長は「鯉のぼりのように元気に育ってくだ
さい」とあいさつした。
その他民生委員による遊び場等の危険個所点検調査や

社会福祉協議会によるパレードも行われました。

高
齢
者
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

５月１日

３月２９日
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４月１７日

４
月
17
日
、
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
中

城
小
学
校
６
年
生
１
０
７
人
が
、
屋
宜
海
岸

の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
回
で
５
回
目
に
な

り
ま
す
。「
昔
は
、
海
に
近
づ
く
の
も
嫌
な
く

ら
い
汚
か
っ
た
が
、
定
期
的
な
掃
除
を
行
う

こ
と
で
最
近
は
と
て
も
き
れ
い
に
な
っ
た
」

と
仲
泊
兼
康
先
生
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

海
岸
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
、
ビ

ン
と
い
っ
た
日
常
生
活
か
ら
で
る
ゴ
ミ
や
自

転
車
な
ど
の
粗
大
ゴ
ミ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、

生
徒
達
は
先
生
に
一
つ
一
つ
確
認
し
な
が
ら

海
岸
を
き
れ
い
に
し
て
い
ま
し
た
。

清
掃
後
は
、
自
然
の
生
き
物
と
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
む
場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

平成１５年度教育功労者表彰
中城村の学校教育・社会教育において、長年にわたる活

動と功績が認められ、次の８名の方が表彰されました。伊
佐盛信さんは、「与えられた仕事をこつこつとやってきた。
今後も村の児童育成に尽くしていきたい」と受賞の喜びを
語った。

ち
ゅ
ら
海

ち
ゅ
ら
中
城

４月２日

５月３日 憲法にマブイ（魂）を込める
５月３日の憲法記念日に吉の浦会館にて、第17回憲法講演会
が行われた。
講師は弁護士の岡島実先生で、「憲法を創る～一人からでき
る憲法と平和の創造～」のテーマで具体的に裁判で勝訴した男
女平等権・メモ取得権などを例にあげ、権利を創るのは一人一
人の意識、行動であると話した。
また先生は、権利を創ることと沖縄の方言"マブイグミする"
とを結びつけ、「憲法は条文に書かれてあるだけでは成立しな
い。憲法の基本は個人の尊厳であり、魂を尊重する（＝マブイ
を込める）ことでその権利をつかみ取ることができる」と憲法
の中身を作り出すためにも行動を起こそうと語った。

伊佐盛信（学校教育並びに社会教育の振興に大きく寄与）
比嘉末子（図書館司書として本村の学校教育の振興に寄与）
仲村保廣（長年にわたり中小、津覇小の学校医として貢献）
伊佐善彦（平成７年から１３年まで村文化財保護審議会委　　

員長として文化財の保存・継承・発展に貢献）
宮城　清（平成７年から１３年まで村文化財保護審議会副

委員長として文化の向上に貢献）
比嘉利夫（村の指定文化財の保存及び活用に尽力した）
與儀佳江（本村の生涯スポーツの振興に大きく寄与）
普天間富士子（ソフトテニスの普及発展に大きく寄与）
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